













丹波佐吉の狛犬再記載  ― 佐野・天神社
磯　辺　ゆ　う
奈良文化女子短期大学









S₀　佐野・ 天神社（弘化四歳丁未十一月吉日1847、阿：朝日構　奉献、功徳主 8 人の名前、吽：作
師　照信花押　朝日構　奉献　功徳主 7 人の名前　石工灰屋幸助）。





渦無し、尾毛束−阿：上向き直毛束 5、尾の前面に小直毛束 2、側面の渦は左右各 1、吽：上向き直毛
束 5 はそれぞれ前面にほぼ同長の直毛束が貼りつきセットになった形、側面の渦は左右各 1。毛束の筋
は鬣、尾ともに 1 本。背骨菊紋の数―阿：3、吽：2（阿吽共前の菊紋はほとんど鬣に隠れている）、菊





















図 ２ 　Ｓ₀　天神社狛犬 ２ 　 ⑧⑨の白三角印は尾前面の付属的直毛束を示す。
⑥州浜前－阿
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格をもって表現され（図 1 −①、④、図 3 −②）、姿全体も、リアルで、鼻先が長く（特に阿）、細身で
ある。さらに前脚のつま先が左右で大きくずれており（州浜へりからの距離の差　阿：6.6cm、吽：7.3 



















図３､ Ｓ₀佐野・天神社狛犬の姿と尾（斜め方向） 図４､ Ｓ1₆摩気神社狛犬の姿と尾（斜め方向）
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鬣が厚く、筋が 1 本という点ではＳ０ 佐野・天とＳ16摩気は一致しているが、長さは後者の方がいく
ぶん短く、流れが整理されている（図 5 −④、⑤）。さらに鬣の先は、より進んで、胸から浮き上がっ










が少なく（ただし 2 本）、リアルな雰囲気を示している（図 6）。胸を反り、尾は臀部に沿っている。こ
の類似をもってすると、Ｓ1 平井・八王子の前に、Ｓ０佐野・天とＳ16 摩気があっても悪くないと見える
かもしれない。しかし、その完成度は全く異なるものといえる。特にＳ1 平井・八王子の脚は、肘と肩







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































多く、その場合、縦書きが多いともいえる。しかし、狛犬でも S 2 丹生川上、S 3 神楽岡は基壇あるい
は台座に縦書きである。S 4宇太水分から州浜に横書きとなる。大宇陀を離れてから、すなわち S 17（S 5
− S 6）醍醐・春日以降はほとんどが州浜に書かれ、横書きが多い。つまり佐吉の石造物の中後期では、
台座に縦書きは特殊な場合と見ることができる。狛犬の場合 S 8 伴堂・杵築であるが、これは、S 11柏原・
八幡に向かって新たな狛犬を創造するために、古典に帰ったというイメージの狛犬である1）～ 3）。奉納
者としての「石工佐吉」の他に、作者の銘としての「昭信花押」もまた台座に縦書きとなっているのも、













はかなり小さく、明らかに第Ⅲ期の S 9 下永・八幡から S 18八滝・五社までと同じグループに属している。




の S 6 興留・素戔嗚に近い力強い文字である。S 15阿波の時期の検討が必要である。書体の異なる S 0
佐野・天と S 8 伴堂・杵築の「信」を見ると、前者の人偏の払いは縦棒に比べて大きく、全体に平たく、
佐吉の初期の「信」に通ずるものがある。一方、第Ⅲ期に属す S 8 伴堂・杵築は、払いよりも縦棒の方
が長く、確かに中期の特徴を備えている。
このように「信」の字からも S 0 佐野・天の台座の銘は佐吉の初期に属すと考えられる。一方、狛犬
は、その様式から明らかに S 16摩気のすぐ前に来るものでその習作であったと考えるのが妥当である。




とするのは S 3 神楽岡からであった。それ以降の狛犬では、S 永原・御霊で「照信作」とある以外はい
ずれも「作師」である。その中で S 8 伴堂・杵築と S 9 下永・八幡で「石工佐吉」とあるのは、奉納者
①大師山立江寺 ② Ｓ ３ 神楽岡 ③ Ｓ ４ 宇太水分 ④大宇陀法正寺
⑤ Ｓ ５ 久米御縣 ⑥ Ｓ 1₇醍醐・春日 ⑦上山家狐 ⑧ Ｓ ₆ 興留・素戔嗚尊
⑨ Ｓ ₉ 下永・八幡 ⑩ Ｓ 1₀永原・御霊 ⑪ Ｓ 1₈八滝・五社 ⑫ Ｓ 11柏原・八幡
⑬ Ｓ 1５阿波 ⑭ Ｓ 1４神岳 ⑮ Ｓ 1₆摩気 ⑯上山家不動明王





















2.5とより高い。同様にリアルな雰囲気の第Ⅰ期 S 1 平井・八王子は小型であるが、体長に比べ背が高く、
しかし、胸幅で見ると第Ⅲ期ほど細身ではない。これは、特に背が高いというよりは姿勢がぐっと反り
かえっていることによるものと見える。　
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注２　S7とS１3は平成に再建されたもの。以下表 3、 4 も同様。
注３　磯辺5）表2にSOを付加し佐吉作以外のものを省略。
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渦ができ、その数が 1 から 2 へ増加する傾向が見て取れる。
州浜の形も S 0 佐野・天は S 16摩気と一致して、頭側からは足部が見えない B 型 4）で、佐吉の初期
S 2 丹生川上にも見られる型である（表 4）。ただ、前後（頭尾）に模様がついている点が初期とは異なる。
台座は、初期に多いＸ、Ｘ’型ではなく、S 5 久米・御縣以降定番になった単純に四角いＹ型である。
さらに基壇は、佐吉狛犬では珍しい四隅に柱のような構造を持つｄ型である。台座と基壇が Y d 型の
ものは、Ｓ12沢・白山とＳ14神岳であり、いずれも佐吉ではなく他の石工によるもの（表４）である。









































S 0 佐野・天の台座の記述から、佐吉最初の狛犬が従来考えられていたよりも早く弘化 4 年に奉納さ
れていたこと、その時既に佐吉は「作師照信花押」を使っていたことが判明した。それにより彼の名声
が高まっていた時期を早める必要が出てきた。また大宇陀時代までの間に他にも多数の石造物を残して
いたに違いないので、今後発見される可能性が大きくなったわけである。
佐野町天神社に最初に奉納された狛犬は壊れてしまったか、あるいは佐吉が自分の作品として納得の
いくものを改めて奉納したいと考えたか、あるいは、摩気神社のために習作を作ったところ、何らかの
理由で先の狛犬を失っていた地元の人に乞われて譲ったなど様々に考えられる。S 0 佐野・天（現在の
狛犬）が、Ｓ16摩気の習作的要素を持っていることから、納得のいくものを奉納するという理由だけ
ではなさそうである。残念ながら文献調査からは、壊れたという推測をできるまでには至らなかった。
なお、能登川地区で確認された中で最古の狛犬 6）はこの佐野町天神社の最初の狛犬であるが、狛犬と
台座の奉納年がずれていることに関して、もうひとつ興味ある事例がある。同地区第二に古い狛犬であ
る大浜神社の場合にも、狛犬台石（狛犬とは別材）に「文久四甲子年正月」（1864）、台座に「文久二
壬戌年」（1862）と、ずれがあるのである6）。佐野町天神社の現在の狛犬の奉納は、摩気神社との関係
から恐らく大坂で佐吉が舎利尊勝寺に役の行者像を奉納した元治元年 5 月（1864）以降、最後の上山家
不動明王（慶應二年1866）の前のことと推測される。それは大浜神社狛犬台石（1864）の後 2 年以内
のことである。大浜神社狛犬のずれの理由は不明であるが、興味深いことである。
なお、佐野町天神社（境内にある社歴によると10世紀創建の伝、大正 5 年に改築される前の本殿は室
町時代のもの）に、能登川地区で既知最古の狛犬が佐吉の銘をもって奉納されていることについては、
琵琶湖の湖上交通の他に、織田信長が近くに安土城を築いて後、内陸を通る中仙道とは別に湖岸に近い
浜街道が発達して賑わったこと12）が大きな要素であろう。佐吉の狛犬の多くは、かなり由緒ある立派
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な神社、あるいは当時経済的に有力だった地域の神社に奉納されていることが多いのである。
ともあれ、突然変異のように現れていたＳ16摩気に前駆狛犬があったことで、佐吉狛犬の全体像がよ
りよく理解できることになった。
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